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新しい NetSolve Farmingの実装
下坂久司

1 isdl netsl farmの作成

1.1 NetSolve System

NetSolveシステム 1) は，Jack Dongarra等によって
開発された RPC ベースの Grid ミドルウェアである．
NetSolveシステムはネットワークを介して，遠隔にあ
る科学技術計算用ライブラリを利用するためのクライア

ント・サーバモデルに基づくシステムであり，クライア

ントは NetSolveシステムの提供するAPIを利用するこ
とで，ネットワーク上にあるハードウェア，ソフトウェ

ア (科学技術用計算ライブラリ)の両方の計算資源に簡
単にリモートアクセスを行うことができる．

1.2 NetSolve Farming

NetSolveシステムでは，同じ種類の連続した複数の
RPC要求を行いたい場合，Farmingという機能を利用
することができる．Farmingは，内部でノンブロッキン
グ通信の RPCを利用し，連続して RPC要求を実行す
る．この機能を利用することで，クライアントは繁雑な

ノンブロッキング通信の RPCを連続して行うプログラ
ムを作成する必要なく，連続した RPC要求を行うこと
ができる．

1.3 NetSolve Farming の問題点

NetSolve Farmingは非常に便利な機能であるが，現
在までに実験によって次のような問題点が確認されて

いる．

1. 大量のRPC要求を繰り返し Farmingで実行した場
合，CLOSE WAIT状態のポートが大量に発生し，
処理が中断する．

2. Farmingのオーバヘッド時間は，通常の RPCの場
合と比較し長い．これは，解析が比較的長いもので

あれば問題にならないが，短い解析の場合，実行時

間に大きく影響すると考えられる．

特に一つ目の問題点は，Farmingがノンブロッキング
通信の RPCを利用していることが理由となっている．
ブロッキング通信とノンブロッキング通信の RPCの違
いは，処理要求の送信と結果の受信の間に，受信すべき

データが相手から送られているかどうかの受信状態の

チェックを行うか，行わないかである．CLOSE WAIT
のポートが発生するのは，この受信状態をチェックする

部分である．

1.4 isdl netsl farm

NetSolve Farmingの問題点を解決するため，Farming
をNetSolveとは異なる方法で実装した．新たなFarming
は次のようなものである．

1. 名前は isdl netsl farm とする．

2. NetSolveの Farminと同じ引数 (API)をとる．こ
れは既存の Farmingを利用するプログラムからの
移行をスムーズに行うためである．

3. ノンブロッキングではなくブロッキング通信による
RPCを利用する．

4. ブロッキング通信によるRPCでは，1プロセス (ス
レッド )につき，一つの RPCしか同時に実行でき
ない．そのため，複数のスレッドを立ち上げ，それ

ぞれのスレッドで RPC要求を行う．

5. 全体として，各RPCは一定時間の間隔を空け，連
続して RPC要求を行う．

特に 5つ目の特徴に関して，NetSolve Farmingでは
1 秒程度の間隔で RPC 要求を連続して処理している．
サーバでの計算時間が短く，大量の RPC要求を連続し
て実行する場合，TIME WAIT状態のポートが増える
という問題がある．isdl netsl farmでは RPCの間隔を
0.5秒程度にしている．これは，ポートの制限を超えず，
かつ Farmingのオーバヘッドを縮小できる間隔である．

2 今後の課題

• SCのポスターの作成

• SCのデモの作成

• Cambriaの再構築

• 制約条件外の個体の引き戻し手法の改良

• MPSシンポジウムのポスター講演の論文原稿作成

• 理工研の執筆
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